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海
道
旭
川
市
、
高
知
県
高
知

市
、
東
京
都
品
川
区
の
共
通

項
が
何
か
、
分
か
る
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
現
在
の
市
区
人
口
（
約
35

万
人
）
だ
。
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題

研
究
所
の
「
将
来
人
口
推
計
」
に
よ
る

と
、
こ
の
数
字
は
、
２
０
１
５
年
に
お

け
る
日
本
の
人
口
減
少
数
（
約
35
・
１

万
人
）
に
等
し
い
。
つ
ま
り
、
今
年
は
、

こ
れ
ら
の
地
域
の
一
つ
が
消
滅
す
る
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
。

　
で
は
、
今
後
は
ど
う
か
。
人
口
減
少

の
ス
ピ
ー
ド
は
勢
い
を
増
し
て
い
く
。

25
年
は
74
・
４
万
人
、
50
年
は
１
０
２

・
８
万
人
も
人
口
が
減
少
す
る
。
74
万

人
と
い
う
減
少
数
は
、
現
在
の
東
京
都

練
馬
区
や
神
奈
川
県
相
模
原
市
の
人
口

に
近
く
、
１
０
２
・
８
万
人
と
い
う
減

少
数
は
現
在
の
千
葉
県
千
葉
市
の
人
口

（
約
96
万
人
）
や
東
京
都
世
田
谷
区
の

人
口
（
約
90
万
人
）
よ
り
も
大
き
い
。

つ
ま
り
、
時
間
の
経
過
に
伴
い
、
人
口

減
少
や
労
働
人
口
減
少
の
影
響
は
加
速

度
的
に
大
き
く
な
る
。
そ
の
際
、
大
幅

な
生
産
性
の
向
上
が
な
い
限
り
、
潜
在

的
な
経
済
成
長
率
が
低
下
す
る
の
は
避

け
ら
れ
な
い
。
逆
に
、
高
齢
者
人
口
の

増
加
は
、
社
会
保
障
費
の
増
加
を
通
じ

て
財
政
を
圧
迫
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
政
府
は
人

口
減
少
お
よ
び
少
子
高
齢
化
の
課
題
に

的
確
に
対
応
す
る
た
め
、「
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
法
」
を
制
定
。
日
本
の

人
口
の
現
状
と
将
来
の
姿
を
示
し
、
今

後
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
を
提
示
す

る
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
や
「
総
合
戦
略
」 

な
ど
を
定
め
、
そ
の
推
進
を
図
り
つ
つ

あ
る
。

　
喫
緊
の
課
題
は
今
年
夏
ま
で
に
策
定

予
定
の
「
新
し
い
財
政
再
建
計
画
」
だ
。

内
閣
府
の
中
長
期
試
算
に
よ
る
と
、
名

目
成
長
率
が
３
・
６
％
の
高
成
長
で
も
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
（
基
礎
的
財

政
収
支
、
Ｐ
Ｂ
）
は
20
年
度
で
９
・
４

兆
円
の
赤
字
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。
加
え
て
、
自
民
党
の
財
政
再
建

に
関
す
る
特
命
委
員
会
で
、
経
済
成
長

に
伴
い
国
・
地
方
の
債
務
残
高
の
対
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
率
は
低
下
す
る
が
、
23
年
度
に

は
底
を
打
ち
、
反
転
上
昇
す
る
可
能
性

が
示
さ
れ
た
。

　
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
が
勢
い
を
増

し
、
手
遅
れ
に
な
る
前
に
財
政
再
建
の

道
筋
を
付
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
政

府
・
与
党
が
目
指
す
「
20
年
度
に
お
け

る
国
・
地
方
の
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
」
は
、
そ

の
第
一
歩
だ
。
今
こ
そ
、
政
治
の
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
望
ま
れ
る
。
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